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斐
伊
川
上
・
下
流
住
民
の
交
流

を
図
る
「
尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ

り
二
〇
〇
九
」
が
四
月
二
十
六
日
、

奥
出
雲
町
林
原
地
内
の
尾
原
ダ
ム

建
設
事
業
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
十
回
目
と
な
る
菜
の
花

ま
つ
り
も
、
来
年
の
夏
前
に
試
験

た
ん
水
が
始
ま
り
、
会
場
と
し
て

き
た
場
所
は
、
湖
底
に
沈
む
た
め
、

今
年
が
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
で
、
肌
寒
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
来
場
者
は
約
三
�
の
菜
の

花
畑
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
に
は
、
手
打
ち
そ
ば

の
実
演
販
売
や
猪
汁
、
山
菜
天
ぷ

ら
な
ど
地
元
の
特
産
品
が
立
ち
並

び
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
「
仁

多
乃
炎
太
鼓
」
と
「
温
泉
こ
ど
も

神
楽
」
の
上
演
も
あ
り
、
来
場
者

は
自
然
豊
か
な
上
流
域
の
恵
み
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
の
開
催
当
初
か
ら

携
わ
っ
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
斐

伊
川
く
ら
ぶ
」
の
小
谷
武
理
事
長

は
「
ダ
ム
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

下
流
部
の
住
民
が
、
ふ
る
さ
と
の

土
地
を
手
放
し
、
ダ
ム
の
建
設
に

協
力
さ
れ
た
上
流
部
の
皆
さ
ん
の

思
い
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
上
・
下
流
の
住
民
が
一

体
と
な
り
、
交
流
が
続
い
て
い
く

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　 　
奥
出
雲
お
ろ
ち
ル
ー
プ
に
あ
る

「
交
流
館
三
国
」
の
館
内
に
、
鉄

の
彫
刻
美
術
館
が
完
成
し
、
四
月

二
十
二
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
鋼
鉄
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
彫
刻
で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
故

下
田
治
氏
の
妻
で
ア
ー
ト
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
幸
知
さ
ん(

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住)

や
溝
口
県
知
事
な

ど
約
百
五
十
人
が
出
席
し
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
で
開
館
を
祝
い
ま

し
た
。

　
作
品
は
四
十
四
点
で
、
美
術
館

内
の
ほ
か
に
、
交
流
館
庭
園
に
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
岩
田
町
長
は
「
世
界
で

唯
一
、
「
た
た
ら
操
業
」
が
行
わ

れ
て
い
る
奥
出
雲
に
鉄
の
彫
刻
美

術
館
が
開
館
す
る
こ
と
は
町
民
の

誇
り
。
末
永
く
親
し
ま
れ
、
多
く

の
人
に
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
幸
知
さ
ん
は
「
彫
刻
と

建
物
、
美
し
い
自
然
が
一
体
と
な

り
、
す
ば
ら
し
い
」
と
感
想
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
交
流
館
三
国
」
は
、
「
カ
フ

ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
三
国
」
と
し
て

改
装
、
ま
た
隣
接
地
に
は
、
乗
馬

や
乳
搾
り
な
ど
の
体
験
が
で
き
る

観
光
牧
場
も
設
置
さ
れ
、
今
後
「
お

ろ
ち
ル
ー
プ
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
本

町
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
す
。

お
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績
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績
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叙
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赤
水
さ
ん
は
、
平
成
十
七
年
五

月
に
「
し
ま
ね
女
性
会
議
」
（
県

内
十
九
団
体
で
構
成
）
の
会
長
と

し
て
、
県
内
女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
・
充
実
に
力
を
注

が
れ
、
女
性
の
地
位
向
上
と
社
会

参
加
の
促
進
を
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
島
根
県
連
合
婦
人
会
長

と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
、
地
域
の
環
境
保
全
や
美
化
、

消
費
者
被
害
へ
の
対
応
な
ど
幅
広

い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
平
成
十
八
年
に
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
、
平
成

二
十
年
に
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を

受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年

に
旧
仁
多
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、

六
十
二
年
に
三
成
分
団
分
団
長
、

平
成
八
年
に
副
団
長
、
十
二
年
一

月
か
ら
三
年
間
、
仁
多
町
消
防
団

団
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
一
年
に
は
、
第
十
三
次

特
別
検
閲
で
消
防
団
最
高
の
栄
誉

で
あ
る
、
特
別
表
彰
纏
を
受
賞
さ

れ
、
平
成
十
四
年
に
全
国
消
防
操

法
大
会
の
出
場
、
島
根
県
消
防
操

法
大
会
で
は
、
九
年
連
続
優
勝
、

準
優
勝
纏
の
栄
冠
に
輝
く
な
ど
四

十
二
年
六
ヶ
月
の
永
き
に
わ
た
り
、

消
防
団
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
若
槻
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年

に
民
生
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
、

三
十
三
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
生

活
保
護
・
高
齢
者
世
帯
な
ど
擁
護

世
帯
に
対
し
て
、
相
談
・
援
助
活

動
に
励
み
、
そ
の
職
務
を
忠
実
に

果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
仁
多
町
民
生
児
童
委

員
協
議
会
で
は
、
女
性
部
長
、
副

会
長
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
、
他
の

民
生
児
童
委
員
の
模
範
と
し
て
活

動
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平

成
十
八
年
ま
で
保
護
司
と
し
て
、

青
少
年
の
更
生
保
護
活
動
や
相
談

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

　
赤
水
　
照
子
　
さ
ん
（
中
村
）

瑞
宝
単
光
章

　
内
田
　
一
男
　
さ
ん
（
三
成
）

瑞
宝
単
光
章

　
若
槻
　
淑
子
　
さ
ん
（
高
田
）

元行政相談委員　廣原恒義さんに感謝状
　行政相談委員として、永年にわたり活動された廣原恒義さん（竹　）に
４月３０日、総務省島根行政評価事務所から感謝状が贈られました。
　廣原さんは平成２年４月から平成２１年３月までの１９年の永きにわた
り、行政相談委員として、毎月１回の行政相談所の開設や行政相談活動に
尽力され、年間１０件から２０件の多様な相談業務を行ってこられました。
　また、平成１１年から、島根県行政相談委員協議会理事、雲南地区副支
部長などの要職も歴任され、町民と行政のパイプ役として貢献されました。

　
奥
出
雲
町
を
代
表
す
る
観
光
地

「
鬼
の
舌
震
」
で
四
月
二
十
六
日
、

川
開
き
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

観
光
シ
ー
ズ
ン

中
の
無
事
故
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
玉
日
女
神
社

近
く
の
休
憩
所

で
行
わ
れ
た
神

事
に
は
、
町
観

光
協
会
、
仁
多

土
木
事
業
所
、

三
成
広
域
交
番
、

Ｊ
Ｒ
木
次
鉄
道

部
の
関
係
者
約

四
十
人
が
出
席

し
玉
串
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。

　
町
観
光
協
会

長
の
岩
田
町
長

が
、
現
在
、
国

に
許
可
申
請
中

の
、
長
さ
約
百
六
十
�
の
吊
り
橋

や
新
た
に
遊
歩
道
設
置
の
計
画
に

つ
い
て
触
れ
、
「
奥
出
雲
の
一
大

観
光
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
後
、
玉
日
女
橋
か
ら
御
神

酒
を
注
ぎ
、
川
を
清
め
、
コ
ギ
約

百
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
型
連
休
期
間
中
は
、
川
ツ
ツ

ジ
も
見
ご
ろ
を
迎
え
、
多
く
の
観

光
客
が
新
緑
の
渓
谷
を
ゆ
っ
た
り

と
散
策
し
、
奥
出
雲
の
自
然
を
満

喫
し
ま
し
た
。

た
ま
　
ひ
　
め

ヘ
　
ク

タ
ー
ル

さ

ち

今年で最後の今年で最後の
　尾原ダム「菜の花　尾原ダム「菜の花
　　　　まつり」盛大　　　　まつり」盛大

▲大馬木川にコギを放流する岩田町長

▲菜の花に囲まれた舞台で上演された神楽を楽しむ来場者

交流館三国がリニューアル

▲下田幸知さん（右）から説明を聞き作品を鑑賞する溝口
知事らセレモニー出席者

「鉄の彫刻美術館」「鉄の彫刻美術館」
　　　　　　　　　　が完成が完成
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光
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今年で最後の今年で最後の
　尾原ダム「菜の花　尾原ダム「菜の花
　　　　まつり」盛大　　　　まつり」盛大

メ
ー
ト
ル


